




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































名矣。 第四 義。 乃三業之所修通号念仏 其二義之差殊而已。 問曰。 称名之与念仏。 異語一致 如何成其異耶。 答曰。 第二之義。 以三業 而束名称名。 第四之義。 称 口念仏矣。 観念意念仏等。 而更莫革其名。 是 第二第四之不同也。 問曰。 第四第五二義。 不













。 或判此土入者。 不仮余塵。 或釈此土耳
根利故。 偏用声塵。 亦此国土。 兼有見相聞香等得益也。 所謂摩訶止観第一云。 覩仏相好発心者。 若見如来父母生身。 身相
昺
著。 明了得処。 輝麗灼爍。 毘首羯






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































善導『観経疏』 （ 『浄全』二・四九上） 。褊
…
軽んずること。














































































































































































総持…陀羅尼、真言のこと。『勝天王般若波羅蜜経』 （ 『正蔵』八・七二〇下） 。仏種…仏となるための種子。『法華経
』 （ 『正蔵』九・九中～一〇上） 。
三密大教…密教の教えのこと。妙覚…仏の不可思議絶妙な無上のさとり。因論生論
…一つの議論と関連してさらに別の問題が生じて、 それについて尋ねる場合をいう
。 それではたずねるが、 といった意で、 「しからば」
などと訳する。塵刹世界…無数の国土のこと。『大智度論
』 （ 『正蔵』二五・一一四中） 。
『
大智度論


































































慈父覚王…慈しみ深い父。転じて仏 尊称定兼…（一一〇 ―一一八四） 。平安後期の真言宗の学僧 高野山で多いに学徒を化導し、一一七九年に高野山検校二八世 なった。覚明…覚明房長西（一一八四─一二六六） 。法然上人の晩年の弟子で九品寺流諸行本願義の祖。称名念仏だけではなく諸行をも本願 行として提唱した。乖角…そむきたがう。玄鳥…つばめのこと。黄鸝…うぐいすのこと。離黄もうぐいすの意。一笑比興 一つのわらいぐさとして興味があること。三輪
…身・口・意の三業
の働きを転輪聖王の輪宝にたとえたもの。





























































































































報を く業。普光『倶舎論記』 （ 『正蔵』四一・二七七下） 。出典不明甄別
…はっきり見分けること。
『無量寿経』第十八願の取意か。『観無量寿経』の「不能念者応称無量寿仏如是至心令声不絶具足十念称南無阿弥陀仏」の取意。宗師…不明。三祖…先に述べられた、弥陀・釈尊・宗師のこと。金谷
…
晋の石崇が洛陽に設けた別荘のこと。
驕佚
…おごり高ぶってほしいままにすること。
甕牖
…
貧しく粗末な家のさま。
黒業
…
悪い行いのこと。
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